
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会
議
検
討

チ
ー
ム
（
畠
山
恵
美
子
班
長
、

班
員
６
人
）
は
、
実
質
運
用
に

お
け
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題

や
条
例
・
規
則
等
と
の
兼
ね
合

い
、
使
用
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
選
定
や
機
器
操
作
、
進

行
方
法
な
ど
を
検
討
し
ま
し
た
。

検
討
事
項
お
よ
び
論
点
と
し
て

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会
議
に
使
用

す
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
採
用
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
会
議
の
適
用
範
囲
」
は
、
地

方
自
治
法
上
、
参
集
規
定
の
な

い
会
議
か
ら
段
階
的
に
導
入
を

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

い
う
結
論
を
導
き
出
し
ま
し
た
。

そ
の
根
拠
と
し
て
、
地
方
自
治

法
を
は
じ
め
と
す
る
法
令
や
規

則
の
各
条
項
お
よ
び
総
務
省
通

達
を
精
査
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
災
害
時
な
ど
、
物

理
的
に
参
集
で
き
な
い
状
況
が

発
生
し
た
場
合
や
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
行
わ
れ
る
研
修
会
等
に
お

い
て
、
積
極
的
に
活
用
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会
議
検
討

気
仙
地
区
議
会
議
員
協
議
会

総
会
・
研
修
会

　

大
船
渡
市
・
住
田
町
・
本
市
議

会
で
構
成
す
る
気
仙
地
区
議
会
議

員
協
議
会
の
総
会
と
研
修
会
が
８

月
６
日
、
大
船
渡
市
の
リ
ア
ス

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
お
い
て
、
２
市
１
町
か

ら
提
案
さ
れ
た
県
に
対
す
る
９
つ

の
要
望
事
項
を
決
定
し
ま
し
た
。

本
市
議
会
か
ら
は
、
次
の
要
望
を

提
案
し
ま
し
た
。

・
主
要
幹
線
道
路
等
の
整
備

・
陸
前
高
田
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

モ
ビ
リ
ア
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
整
備

　

そ
の
後
の
研
修
会
に
お
い
て
、

岩
手
県
商
工
労
働
観
光
部
商
工
企

画
室
企
画
課
の
似
内
憲
一
課
長
が

「
岩
手
県
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
」
と
題
し
講
演
を
行

い
ま
し
た
。（
担
当
・
伊
勢　

純
）

地
区
工
事
現
場
内
に
お
け
る
避

難
路
に
つ
い
て

〇
今
泉
北
地
区
・
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
ラ
ン
ド
事
業
へ
の
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
の
活
用
に
つ
い
て

　

▼
市
が
当
該
事
業
に
賛
同
す

る
民
間
企
業
か
ら
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
に
よ
る
寄
付
を
募
り
、

そ
の
上
で
ワ
タ
ミ
グ
ル
ー
プ
を

含
め
て
事
業
実
施
主
体
を
選
定

し
、
集
ま
っ
た
寄
付
金
の
範
囲
で

事
業
費
を
補
助
す
る
形
と
す
る
。

９
月
４
日
開
催

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
伴
う
保
育
料
の
減

免
に
つ
い
て

　

▼
対
象
者
（
次
の
ア
と
イ
の

い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
世
帯
）

ア　

令
和
２
年
中
の
収
入
の
見

積
額
が
令
和
元
年
中
の
収
入
額

よ
り
５
割
以
上
減
少
す
る
見
込

み
の
世
帯
。

イ　

令
和
元
年
中
の
合
計
所
得
金

額
が
４
０
０
万
円
以
下
の
世
帯
。

９
月
25
日
開
催

〇
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
に

よ
り
整
備
し
た
住
宅
団
地
の
空

き
区
画
の
公
募
に
つ
い
て

〇
タ
ピ
ッ
ク
45
お
よ
び
気
仙
中

学
校
の
保
存
整
備
に
つ
い
て

　

▼
震
災
遺
構
で
あ
る
タ
ピ
ッ

ク
45
お
よ
び
気
仙
中
学
校
は
、

内
部
見
学
を
行
え
る
よ
う
保
存

整
備
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

そ
の
た
め
に
必
要
な
改
修
工
事

に
つ
い
て
復
興
祈
念
公
園
の
整

備
主
体
で
あ
る
岩
手
県
に
委
託

し
て
行
う
も
の
。

・
整
備
の
概
要

　

ア　

見
学
ル
ー
ト
整
備
（
立

　
　

ち
入
り
防
止
柵
、
説
明
サ

　
　

イ
ン
、
が
れ
き
撤
去
等
）

　

イ　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
の
劣

　
　

化
防
止
処
理

　

ウ　

防
鳥
ネ
ッ
ト
の
設
置
等

〇
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い

の
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
に
よ
る

浸
水
想
定
の
公
表
に
つ
い
て

　

▼
津
波
高
お
よ
び
浸
水
域
の

推
計
結
果

ア　

最
大
波
９・７
㍍

イ　

到
達
時
間
６
時
間
40
分
後

ウ　

東
日
本
大
震
災
津
波
伝
承

館
や
中
心
市
街
地
な
ど
の
か
さ

上
げ
地
へ
の
浸
水
は
な
い
が
、

広
田
半
島
の
一
部
地
域
な
ど
で

浸
水
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　
　
　
（
担
当
・
佐
々
木
一
義
）

改修工事を行っているタピック 45（震災遺構）

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
は
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
４

３
６
１
万
４
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
７
０
２
億
１
３
３
３
万

８
千
円
と
す
る
内
容
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
、

教
育
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進

事
業
費
１
億
７
６
３
万
７
千
円

は
、
小
中
学
校
学
習
用
タ
ブ
レ

ッ
ト
購
入
費
で
国
の
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
に
基
づ
く

も
の
。
市
内
小
中
学
校
の
児
童

生
徒
１
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
配
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

を
行
え
る
環
境
を
早
期
に
確
保

す
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
水
産
業
支
援
事
業
費

８
２
５
０
万
円
は
、
水
産
物
オ

ン
ラ
イ
ン
販
路
拡
大
支
援
補
助

や
国
の
経
営
継
続
支
援
制
度
に

上
限
１
０
０
万
円
の
上
乗
せ
補

助
等
を
す
る
も
の
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
商
工
業
支
援
事
業
費

６
１
０
０
万
円
は
、
社
会
保
険

労
務
士
へ
の
依
頼
費
用
に
つ
い

て
上
限
20
万
円
の
補
助
、
持
続

化
給
付
金
対
象
外
の
任
意
団
体

へ
上
限
１
０
０
万
円
の
補
助
、

減
収
事
業
者
へ
の
利
子
・
保
証

料
支
援
と
し
て
上
限
50
万
円
を

補
助
す
る
も
の
。

　

防
災
課
管
理
事
業
費
１
９
１

３
万
円
は
、
避
難
所
及
び
福
祉

避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
備
品
等

を
購
入
す
る
も
の
。

　

高
田
松
原
地
域
振
興
施
設
整

備
事
業
費
１
８
６
４
万
７
千
円

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
た
め
、
道
の
駅
に

屋
外
休
憩
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
す

る
も
の
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
農
業
支
援
事
業
費
１
７

５
０
万
円
は
、
農
産
物
オ
ン
ラ

イ
ン
販
売
体
制
構
築
補
助
や
国

の
経
営
継
続
支
援
制
度
に
上
限

50
万
円
の
上
乗
せ
補
助
等
を
す

る
も
の
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
感
染
者
等
の
家
族
緊
急

一
時
預
か
り
事
業
費
７
１
０
万

円
は
、
在
宅
の
要
介
護
高
齢
者

や
障
が
い
者
等
の
家
族
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た

場
合
、
二
又
復
興
交
流
セ
ン
タ

ー
を
活
用
し
て
、
介
護
が
必
要

な
方
等
を
一
時
預
か
り
す
る
委

託
料
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

運
営
を
委
託
予
定
）
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。（
担
当・蒲
生
哲
）

第
２
回　

臨
時
会

第
２
回　

臨
時
会

　

市
議
会
臨
時
会
は
、
８
月
11
日
に
開
き
、
議
案
１
件

「
令
和
２
年
度
陸
前
高
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

５
号
）」
を
全
会
一
致
で
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

　

令
和
２
年
７
月
以
降
に
開

催
し
た
全
員
協
議
会
の
市
当

局
案
件
と
内
容
の
一
部
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

７
月
21
日
開
催

〇
令
和
２
年
度
岩
手
県
に
対
す

る
要
望
の
実
施
に
つ
い
て

〇
第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
総
合
戦
略
に
お
け
る
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

〇
東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金

事
業
に
つ
い
て

〇
椿
等
の
地
域
資
源
を
活
用
し

た
６
次
産
業
化
の
推
進
に
関
す

る
連
携
協
力
協
定
の
締
結
に
つ

い
て

　

▼
（
一
社
）
レ
ッ
ド
カ
ー
ペ

ッ
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
南

幹
線
と
東
幹
線
の
隣
接
地
に
お

い
て
、
椿
等
の
植
栽
お
よ
び
加

工
所
の
整
備
等
に
よ
る
６
次
産

業
化
を
推
進
す
る
。

８
月
21
日
開
催

〇
陸
前
高
田
市
環
境
基
本
計
画

の
策
定
に
つ
い
て

〇
新
国
道
45
号
復
興
陸
前
高
田
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一時預かり施設として活用する二又復興交流センター


